
まちづくり施策のポイント

各課ごとの令和６年度実績や令和７年度取り組みを紹介します。



令和６年度実績
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総務課
令和６年度事業実績

◆職員研修
職員研修として、自治大学校、市町村アカデミー、国際文化アカデミーや福岡県市町村職員研
修所への派遣研修を実施。

◆地域担当職員の配置
地域課題の掘り起しと情報共有のため、役場職員を地域サポーターとして配置。

◆高齢者運転免許証自主返納支援事業
高齢者の交通事故を減少させるため、70歳以上で運転免許証を自主返納をした町民を対象に、
IC乗車カードを交付。

◆防災士資格取得補助金
各行政区の自主防災組織の活性化や地域防災力の向上を図るため、防災士資格取得費用の
一部補助を実施。

◆篠栗町消防団の機能強化
様々な災害に対応し消防団の機能強化を目的に、ポンプ積載車、小型可搬ポンプなどの消防
設備の整備を実施。
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職員研修実績

総務課

研修施設（内容） 日数 人員 場所

自治大学校 ５３日 １人 東京都

市町村ｱｶﾃﾞﾐｰ
国際文化ｱｶﾃﾞﾐｰ

３～９日 ７人
千葉県
滋賀県

福岡県市町村
職員研修所

１～３日 ７３人 大野城市

自治体法務検定 １日 １０人 篠栗町役場

地域担当職員の配置

災害に対する地域防災力の向上、単身世帯や高齢者への見守り、自治体加入率の低下など
それぞれの行政区が持っている地域課題があります。その課題解決を支援するために地域担
当職員（地域サポーター）を令和３年度より配置し、活動しています。

【役割】
・地域のニーズや問題点の把握
・地域からの提案や課題解決に向けた連絡・支援体制の確立
・情報共有による地域間の取り組みの底上げ
【実施内容】
各行政区（21区）にそれぞれ職員２名（係長級１名＋係員１名）と小学校区ごとに課長補佐級を
指導員として配置しました。また、各区の組長会等に出席し、地域のニーズ把握や情報提供を
行ったほか、各区の行事等にも参加し、役場と地域がもっと近い関係となるよう活動を行いました。

職員の資質向上を目指し、各種研修
に参加しました。また職員の法務能力
向上のため法務検定試験を実施しま
した。



高齢者運転免許証自主返納事業

総務課

令和6年度は、７４人の自主返納者があり、自主返納者へJR九州IC乗車カード5,000円分
の交付支援を行いました。

防災士資格取得補助金

令和６年度は６行政区に７人の防災士資格取得者に補助を行いました。
また令和２～５年度の防災士取得者への研修会も実施しました。

篠栗町消防団の機能強化

小型動力ポンプ積載車5台の更新 小型可搬ポンプ７台の更新



財産活用課
令和６年度事業実績

◆財産管理費（庁舎耐震化補強工事）
本町の防災拠点となる本庁舎において、災害に強い拠点づくりへの対策として耐震補強工事を

実施。

◆財産管理費（議場照明ＬＥＤ化工事）

水銀灯の生産中止に向けた対応やエネルギー効率の向上による環境への配慮とメンテナンスの
簡素化を図るため、議場内の照明のＬＥＤ化を実施。

◆情報政策費（公共施設予約システム構築業務）

利用申請に窓口へ行かないと利用することができないなどの弊害を解消するため、２４時間利用
申請手続きが可能となる公共施設予約システムの導入を実施。

◆情報政策費（公開型地図情報システム（ＧＩＳ）コンテンツ業務）

町ホームページで公開している「ささぐりマップ」の利便性向上を図るため、都市計画の用途地域
情報の追加を実施。
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財産管理費（庁舎耐震補強工事）

財産活用課

庁舎における耐震壁の設置等の補強工事を実施。

財産管理費（議場照明ＬＥＤ化工事）

議場内の照明設備のＬＥＤ化を実施。



公共施設予約システム構築業務

財産活用課

公共施設のオンラインでの予約や
キャッシュレス決済を導入。

公開型地図情報システムコンテンツ拡充

ささぐりマップに都市計画の用途地域情報を追加。



まちづくり課
令和６年度事業実績

◆篠栗北地区産業団地ウォールアート制作
九州産業大学芸術学部学生による団地東側擁壁部分へのウォールアート制作。

◆ささぐりフードフェスタ２０２４
１１月２４日にイルガーサ イベント広場で実施。

◆第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定
令和７年度から令和１１年度までの戦略を策定。

◆暮らしの便利帳の発行
町の魅力や行政・生活情報のガイド冊子を刊行。

◆全国家計構造調査の実施
１０月～１１月に調査を実施。主な項目の公表は令和８年夏～秋を予定。

◆農林業センサス調査の実施
令和７年２月１日現在で調査を実施。令和７年１１月末までに公表予定。
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ささぐりフードフェスタ２０２４
（来場者数4,034人）

まちづくり課

篠栗北地区産業団地ウォールアート制作



まちづくり課

第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定

暮らしの便利帳
発行



税務課
令和６年度事業実績

◆租税教室
主権者教育の一環として租税の意義や役割について正しい理解を深めるため、
学校からの要請に基づき、町内小学校への講師派遣を実施。

◆確定申告
所得税の確定申告について、令和７年２月１７日から３月１４日まで、役場での
受付を事前予約にて実施。

◆標準宅地の時点修正業務
固定資産税評価において、公平な価格評価を行うため、地価の変動を反映する
修正を実施。

◆家屋調査
課税に必要な新築や増築した家屋の評価額を算出するための調査を通年で実施。
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◆租税教室（町内小学校）

税務課

学校名 開催日 学 年 人 数

北勢門小 Ｒ６．７．２ ６年生 １０３人

篠栗小
（萩尾分校）

Ｒ６．７．１７ ６年生
７９人

（うち２人）
・勢門小は、税務署職員が対応

◆確定申告（令和６年分）

【期 間】 令和７年２月１７日～３月１４日（予約制にて実施）

【会 場】 篠栗町役場２階 大会議室・中会議室

〇来場者数（予約受付分） １，３９３人

【申告書提出件数】
〇確定申告書 １，５０１件
〇自主申告書受付 １９２件



税務課

◆令和６年度標準宅地の時点修正業務 （土地評価）

【期 間】 令和６年７月１日～９月３０日
（令和６年７月１日時点）

〇鑑定箇所数 １１２箇所

◆令和６年度家屋調査業務

【件 数】 〇新築家屋 １６５棟
〇居宅以外の家屋 １９棟

〇新築家屋 ２１４棟
〇居宅以外の家屋 １１棟

〇新築家屋 ２１４棟
〇居宅以外の家屋 １１棟

【参考】
令和５年度



税務課

◆歳入前年度比較

税 目 令和６年度 令和７年度 増 減

個人町民税 現年 1,314,283千円 1,455,569千円 141,286千円

〃 滞納 10,959千円 9,048千円 △1,911千円

法人町民税 現年 207,383千円 198,330千円 △9,053千円

〃 滞納 723千円 614千円 △109千円

固定資産税 現年 1,585,022千円 1,656,080千円 71,058千円

〃 滞納 5,011千円 5,362千円 351千円

所在市町村交付金 678千円 678千円 0千円

環境性能割徴収金 3,600千円 4,200千円 600千円

軽自動車税 現年 88,942千円 91,807千円 2,865千円

（種別割） 滞納 421千円 385千円 △36千円

町 た ば こ 税 208,627千円 208,435千円 △192千円

入 湯 税 22千円 30千円 8千円

税務手数料 1,571千円 1,358千円 △213千円



健康課
令和６年度事業実績

◆健康づくり啓発事業

健康ポイントアプリを活用した健康づくりの推進や、健康に関する情報のWEB配信にあわせ、
健康づくり推進員や包括連携協定企業と協働で、がん検診普及啓発を実施。

◆監視カメラ更新工事

オアシス篠栗をご利用の方の安全を確保するため、 万一トラブルが発生しても映像による証拠
を確保するために更新工事を実施。

◆新生児聴覚検査助成事業

新生児聴覚検査を全ての赤ちゃんが安心して受けることができ、聞こえ（聴覚）の障害の早期
発見、早期療育や支援につなげるために、検査費用の助成を実施。

◆電子母子健康手帳アプリの導入

デジタル田園都市国家構想交付金を活用し、電子母子健康手帳アプリの導入。
子どもの成長記録や子育て支援情報の配信、オンライン予約、デジタル問診票などの導入。
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健康課健康課

健康づくり啓発事業

推進員・企業
との

協働啓発

新生児聴覚検査助成事業 電子母子健康手帳アプリの導入

子ども1人につき
上限 5,000円

助成金額

監視カメラ更新工事

施設内カメラ 19台更新



福祉課
令和６年度事業実績

◆ 地域生活支援事業
入浴困難な重度障がい者への「訪問入浴サービス事業」を開始。

◆ 障がい者支援（心つながるふれあいフェスタ）
福祉事業所の物品販売や障がい児の保護者による相談、啓発活動をクリエイト篠栗で実施。
（参加9団体）

◆ ささぐり元気もん活動（介護予防事業）
多世代交流の場「元気もんラボ」をオアシス篠栗で開始。
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福祉課

障がい者週間 12月3日～9日

12月４日クリエイト篠栗で実施。福祉事業所で、まごころこ

めて作った「まごころ製品」の販売を行いました。会場には
多くの方が足を運び、参加した皆さんからは「楽しかった」
「またやりたい」との声をいただきました。

◆ 障がい者支援 （心つながるふれあいフェスタ）

◆ささぐり元気もん活動

多世代交流できる地域の居場所 「元気もんラボ」
町内在住の高齢者を中心に、多世代で気軽に立ち寄り交流できる地域の居場所として、
令和６年9月にスタート。毎週木曜日に、オアシス篠栗で開催し、産官学連携で介護予防の
最新情報などの発信を行っている。



産業観光課
令和６年度事業実績

◆ふるさと納税支援者拡大に向けた取組み
町内事業者と共同で新規返礼品を開発するとともに企業版ふるさと納税の受付開始により
企業からの寄附をさまざまな事業に活用

◆オーガニックビレッジ宣言への取組み
ささぐりの食と農を考える協議会の設立を経て、有機農業の取組みを拡大を図る有機農業
実施計画を策定

◆森林環境譲与税を活用した森林（竹林）整備
山間部を中心に荒廃森林（竹林）の整備及び経営管理が不十分な森林の意向調査を実施

◆物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
物価高騰による生活者及び事業者等支援事業 2事業（農業者物価高騰対策臨時支援金
、プレミアム付商品券事業）
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ふるさと納税支援者拡大に向けた取組み

産業観光課

説明文、写真や資料の貼付

魅力ある新規返礼品の開発

・北地区産業団地事業者（やまやコミュニケーションズ・篠栗
珈琲焙煎所・東洋冷蔵）と魅力ある新規返礼品の開発を推進

・福岡県共通返礼品である「明太子」や「もつ鍋」の提供事業
者の新規掘り起こし

・町内事業者の返礼品の開発支援

めんたいもつ鍋セット

めんたいうまだしセット

ボトルコーヒー
蜂蜜 百花蜜

e-BIKEレンタル

森林セラピー体験型返礼品

うまだし さつまいも

パナマゲイシャ



オーガニックビレッジ宣言への取組み

産業観光課

内容
６月 試験圃場整備

（完了次第、試験作付）
７月～２月 試験圃場での研修（６回程度）

９月 視察研修
１０月 有機農業推進計画案提示
１２月 有機農業推進計画協議
２月 講演会実施
３月 有機農業推進計画策定

（4月1日 オーガニックビレッジ宣言へ）
試験圃場における研修会の様子

講演会の様子



物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業

産業観光課

令和6年度事業実績

名称 助成対象 助成額 件数

プレミアム付商品券
事業

商工会発行のプレミアム付商品券（く
りみんpay）への補助（プレミアム率
20％）

約１，０００万円 取扱99店舗
発行総額1億2千万
円

篠栗町農業者物価高
騰対策臨時支援金

原油価格・物価高騰等の影響を受け
ている町内在住の農業者に対して、
事業の継続を支援
主食用米作付面積1a（アール）あたり
５００円

４２５万３千円 交付者数１４１名



都市整備課
令和６年度事業実績

◆和田線道路改良工事（道路改良事業）
交通量が多い１級町道和田線の歩行者及び通行車両の円滑な交通を目的として側溝、歩車道
境界ブロック及び区画線の整備を実施。（継続事業）

◆津波黒橋及び乙犬地区1号線1号橋保全工事 （国庫補助事業）
橋梁長寿命化計画及び橋梁点検により補修が必要と判定された津波黒橋（車道橋）及び乙犬地
区１号線１号橋の保全工事を実施。

◆篠栗町都市計画基本図修正業務委託（都市計画事業）
平成29年度に作成して以降、都市計画区域を中心に開発が進み、地形等が変化していることか
ら、令和４年度に実施した空中写真撮影精華を利用し、都市計画基本図及び都市計画総括図の
更新並びに統合型ＧＩＳへのデータの搭載。

◆家庭ごみの分け方・出し方ポスターの更新（塵芥処理事業）
家庭ごみの分け方・出し方を分かりやすく、南側・北側・西側の地域ごとのごみ収集カレンダーを
作成。（毎年更新）

◆公共施設PPA事業
オンサイトPPA（Power Purchase Agreement：電力販売契約）を利用して、篠栗北中学校周辺施

設 に太陽光再生可能エネルギー設備の導入開始。
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都市整備課

◆和田線道路改良工事（道路改良事業）

交通量が多い１級町道和田線の歩行者及び通行車両
の
円滑な交通を目的として、側溝、歩車道境界ブロック及び
区画線の整備を実施しました。（継続事業）



都市整備課

歩行空間として有効利用

◆津波黒橋及び乙犬地区1号線1号橋保全工事（国庫補助事業）

尾仲～津波黒地区を結ぶ路線で、多々良川に架かる

津波黒橋が老朽劣化していたため、補修や舗装打替え
などの保全工事を行い、橋梁の長寿命化を図ったもの
です。



◆篠栗北中学校及び記念体育館ＬＥＤ事業支援

都市整備課

町教育委員会と共同で、民間資金を活用した所有権移転ファイナンスリース契約を実施して町支出
を大幅に削減しました。

太陽光パネル付きＬＥＤ街路灯や調光機能がついた照明等に変更し、技術的な支援を実施しました。
これにより約２０％の省エネが予測されます。

脱炭素政策（省エネ政策） + 町支出の削減 + 災害レジリエンスの強化

この事業の実施で、複数の事業効果を生みました。

篠栗町社会体育館内

太陽光パネル付き街路灯 篠栗町記念体育館内

※レジリエンスとは、防災分野や環境分野で想定外の事態に対し社会や組織が機能を速やかに回復する強靭さをいう。
ここでは避難者が安全に避難生活を送れる設備を強化しています。



上下水道課

目次へ

令和６年度事業実績

◆水道事業
【 工事 】 ・１号取水井戸防草シート設置工事 他
【漏水修繕】 ・水道管 年間漏水修繕件数 約６０件/年
【 委託 】 ・和田津波黒線外配水管更新設計業務委託

・万代橋水管橋詳細設計業務委託
・第１浄水場更新に関する官民連携発注支援業務委託
・第１浄水場更新に関する用地購入

◆下水道事業
【 工事 】 ・公共汚水桝設置工事

・尾仲地区汚水枝線管渠築造工事
【 委託 】 ・尾仲地区外管渠清掃業務委託



１号取水井戸防草シート設置工事

上下水道課

第２浄水場混和池制水扉等浄水施設更新工事

和田四丁目地内配水管更新工事（２工区）

◆水道事業

主な工事

・１号取水井戸防草シート設置工事

・１号取水井戸外電気計装設備更新工事
・第２浄水場混和池制水扉等浄水施設更新工事
・勝負谷中継ポンプ場No.２電動弁更新工事
・ ３取水井戸および５号取水井戸流量計更新工事

・和田四丁目地内配水管更新工事（２工区）
・乙犬地区３０号線外配水管更新工事（２工区）
・乙犬平石講田線外配水管更新工事（２工区）
・山手，山王地区配水管更新工事（１工区）

施
設
工
事

管
工
事



上下水道課

◆水道事業

第１浄水場更新に関する官民連携発注支援業務委託及び用地購入

【経過年数】
1971年製 経過年数54年/耐用年数50年 （建物）

・官民連携手法における第１浄水場更新事業

の発注、契約、実施、完了までを確実かつ円滑
に進めるための発注者支援業務委託を実施。

・第１浄水場更新事業のための用地購入を実施。

用地購入範囲

第１浄水場



学校教育課

令和６年度主な事業実績
◆篠栗小新校舎建設設計業務
◆勢門小体育館長寿命化改修工事設計業務
◆北勢門小体育館長寿命化改修工事設計業務

令和7年度工事着工に関わる設計業務

目次へ



こども育成課
令和６年度事業実績

◆認定こども園施設整備補助事業
築40年を経過している和田幼稚園の園舎建替え工事への補助。

◆児童手当
児童手当の制度拡充。

◆こども家庭センター設置
こども育成課所管の「子ども家庭総合支援拠点」と健康課所管の「子育て世代包括支援セン

ター」
の組織を見直し、全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、母子保健・児童福祉の両機能が
一体的に相談支援を行う機関として令和６年４月より「こども家庭センター」を設置。

◆放課後児童クラブ整備事業
勢門幼児プール跡地にたけのこ児童クラブを新設。

◆篠栗町こども計画の策定
子育て支援のための施策の推進や充実をはかるべく策定。

目次へ



こども育成課

◆認定こども園施設整備補助事業

築40年を経過している旧園舎を建替え、保育の安全性を確保する。また、保育需要の高まりに合わ
せ、保育園機能を充実させる。（保育定員28人増）

◆児童手当

現行 改正後

所得制限 有り 無し（全員を本則給付とする）

支給期間 中学生修了まで 高校生年代まで

第３子以降の支給額 １５千円 ３０千円

第３子要件児童の年齢 18歳年度末 22歳年度末

支払月 ４カ月毎 隔月



◆こども家庭センター設置

説明文、写真や資料の貼付

こども育成課



◆放課後児童クラブ整備事業

こども育成課

たけのこ児童クラブ(40人定員×2支援単位)を
新設。勢門小学校で運営していた第4学童を
移転し、新たに１支援単位増設。

◆篠栗町こども計画の策定

子育て支援のための施策の推進や充実
を図るべく、こども基本法第10条第2項に
定める「市町村こども計画」等のこども・若者
施策関連計画として策定。



社会教育課
令和６年度事業実績

◆地域学校協働活動の推進
篠栗中学校に推進員を配置し、学校を核とした地域全体で、子どもたちの成長を支える活動を
実施。

◆公民館整備事業
コミュニティ活動の場である公民館の整備に補助金を交付し、社会教育の振興、及び公共福祉
の増進を図る。

◆電子図書館システムの普及
電子図書館の推進において、広報媒体としてSNS等を活用。

◆スポーツ・文化芸術活動の推進
文化祭でロビーピアノを活用したり、ささリンピックでモルック競技を取り入れたりすることで、老

若
男女が楽しめる新たなイベントでの取り組みを実施。

目次へ



社会教育課

◆公民分館整備費補助金

要望区 内容

城戸 空調設備改修・LED照明取換工事

山手 内外装改修工事

上町 ＬＥＤ照明取替工事

中町 空調設備改修工事

尾仲 空調設備改修工事、ｾﾝｻｰﾗｲﾄ交換・設置工事、外装改修工事

乙犬 内外装改修工事、監視カメラ設備設置工事

明治 空調設備改修工事

池の端 屋根改修工事



令和７年度実施事業
目 次

総務課 財産活用課 まちづくり課
住民課 健康課 福祉課
産業観光課 都市整備課 上下水道課
学校教育課 こども育成課 社会教育課



総務課
令和７年度実施事業

◆職員研修
職員研修として、自治大学校、市町村アカデミー、国際文化アカデミーや福岡県市町村職員研
修所への派遣研修を実施。

◆地域担当職員の配置
地域課題の掘り起しと情報共有のため、地域サポーターとして役場職員を配置。

◆高齢者運転免許証自主返納支援事業
高齢者の交通事故を減少させるため、70歳以上で運転免許証を自主返納をした町民を対象に、
IC乗車カードの交付を実施。

◆防災士資格取得補助金
防災士資格取得費用の一部を補助し、各行政区の自主防災組織の活性化や地域防災力の
向上を図る。

◆篠栗町消防団の機能強化
様々な災害に対応するため消防団の機能強化を目的に、ポンプ積載車、消防ポンプ車などの
消防設備を整備。

目次へ



防災士資格取得補助金

総務課

制度が始まった令和２年度は１２行政区に２６人、令和３年度は６行政
区に１４人、令和４年度は５行政区に１１人、令和５年度は５行政区に６
人、令和６年度は６行政区に７人の防災士資格取得者を配置できまし
たが、今年度は、未配置地区の６行政区へ配置できるよう促進します。
また、昨年度から引き続き防災士の知識向上や情報共有のための研
修会を開催します。

篠栗町消防団の機能強化

各車両の購入から２０～２５年経過し、老朽化が進み更新を行います。

（1）小型動力ポンプ積載車（10台）の更新
山間部に配備する車両（2台）は、災害時の避難支援や救助などに活用できる電動リフトなど
の機能を備えます。
【配備先：乙犬班、大勢門班、田中班、金出班、庄班、明治班、新町班、上町班、城戸班、山手班】

（2）ポンプ自動車（２台）の更新
【配備先：津波黒班、尾仲班】

（３）本部指令車・支援車の更新



財産活用課
令和７年度実施事業

◆財産管理費（駐輪場区画線設置工事）

ささぶりっじ下の駐輪場に区画線がないことから乱雑になっていおり、規則性を持たせるため区画
線を設置する工事を実施。

◆財産管理費（公共施設等総合管理計画策定業務）

平成２７年１２月に策定した公共施設の全体を把握し、長期的な視点を持って更新・統廃合・長寿
命化等を計画的に行うため、篠栗町公共施設等総合管理計画の策定。

◆情報政策費 （行政手続きオンライン化の充実）

町民の利便性向上を目的としてオンライン手続きを導入。転出・母子健康手帳・児童手当・介護・
学校給食・上下水道に関する手続き、各種イベント参加申込等５２種類に加えて、更に行政手続き
のオンライン化を実施。

目次へ



駐輪場区画線設置工事

財産活用課

篠栗駅横のささぶりっじ（自由通路）下の駐輪場に区画線を設置。

さ
さ
ぶ
り
っ
じ

公衆トイレ
庁舎駐車場

公共施設等総合計画策定業務
公共施設の全体を把握し、財政負担を軽減・平準化するとともに、公共施設等の最適な配置を
実現するための計画書の策定を実施。

対象施設 ・主要建物 ・立体駐車場 ・駐輪場 ・運動施設 ・集会場 ・児童館 ・公衆トイレ など

行政手続きオンライン化の充実

町民の利便性向上を目指し、現在各種行政及びイベント等の手続き５２種類のオンライン化
の更なる充実



まちづくり課
令和７年度実施事業

◆合併７０周年記念事業
パンプレットの制作やイベント開催などを実施。

◆協働のまちづくり事業補助金交付要綱を一部改正
活動団体の構成人数等を見直し。

◆篠栗北地区産業団地ウォールアート
九州産業大学芸術学部の学生による令和５年度から実施しているウォールアートの制作。

◆国勢調査
１０月１日現在の日本に住む人及び世帯を対象に５年毎に実施される調査。

目次へ



合併７０周年記念事業

まちづくり課

◆記念ロゴマーク

町内の小中学生に作品を募り、 応募総数５７３点の中から決定しました。

◆記念パンフレットの作成

町の７０年の足跡と未来に向けたメッセージを掲載

◆きて みて ささぐり商工フェスタ２０２５の開催
１１月１６日（日） 篠栗北地区産業団地で行います。

ほかにも、従来のイベントをアニバーサリー企画で実施する予定です。

記念ロゴマーク

国勢調査

国内の人及び世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的とし、
１０月１日現在で実施します。（前回、令和2年度に実施）



住民課
令和７年度事業

◆住居表示整備事業

令和７年度、８年度は主に大字尾仲の区域で実施。
この区域（尾仲）は面積が広く居住者が多いため、令和７年に尾仲１丁目から３丁目、
令和８年に尾仲４丁目から８丁目の住居表示を実施する予定。

◆戸籍の氏名に振り仮名を記載
本籍地の市区町村から、戸籍に記載される予定の氏名の振り仮名を通知。
振り仮名の届出があった場合、正しい振り仮名を記載。
（「通知書の振り仮名」と「日常使用している振り仮名」が同じ場合は届出不要）

◆マイナンバーカードの保有率向上
平日に手続きできない方のために、休日開庁、夜間開庁を継続実施。
出張申請受付も引続き実施。

◆医療費助成
子ども医療費・ひとり親家庭等医療費・重度障がい者医療費として医療費助成を実施。

◆国民健康保険（特定健康診査）

生活習慣病の予防のために、40歳から74歳までの方を対象に
メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群）に着目した健診を実施。

目次へ



住居表示整備事業

住民課

令和７年１１月１日（土）実施

・尾仲一丁目 ～ 尾仲三丁目

（主に大字尾仲の区域の一部）

・面 積：約 0.4 ㎢

・世帯数：約 1,230 世帯

・人 口：約 2,770 人

・筆 数：約 1,560 筆

※Ｒ7年3月末現在

※ 尾仲四丁目 ～ 尾仲八丁目は令和８年度に実施予定



使用している読み方と異なる場合

届出をしてください

戸籍に氏名の振り仮名を記載 令和７年５月26日 改正戸籍法施行

戸籍に氏名の振り仮名を記載するために、令和7年5月26日以降、本籍地の市区町村から、戸
籍に記載する予定の振り仮名をお知らせする通知を郵送します。

通知されたフリガナをまず確認！

通知されたフリガナが、戸籍に記載されます
令和８年５月以降

【詐欺にご注意ください】

フリガナの届出に手数料はかかりません。
届出をしなくても罰則はありません。法務省サイト

「戸籍に振り仮名が記載されます」→

戸籍制度
マスコットキャラクター

コセキツネ

令和７年５月以降 戸籍に記載される予定の「氏名の振り仮名の通知」が届きます

（本籍地の市区町村から順次発送。篠栗町に本籍がある方への発送は7月を予定）

通知されたフリガナが正しい場合

届出は不要です

マイナポータルでのオンライン届出も可能です 正しいフリガナが通知された場合は、
届出をしなくても、戸籍に記載されるから安心!!

住民課



［参考］ 人口 31,156人（令和6年1月1日現
在）

（枚）
❖交付枚数 ２８,３８９枚

❖保有枚数 ２5,615枚

❖保有枚数率 82.2％

［ 全国 ］ 78.3％

［福岡県］ 78.2％

県内順位 3位

■令和7年３月末現在

糟屋地区 保有枚数率

新宮町 83.6％

篠栗町 82.2％

須惠町 81.9％

宇美町 79.7％

古賀市 80.2％

志免町 79.4％

粕屋町 80.0％

久山町 77.4％

交付枚数(累計) ： 再交付、更新を含むこれまでに交付されたカードの累計枚数

保有枚数 ： 現に保有されているカードの枚数
（交付枚数から死亡や有効期限切れなどにより廃止されたカードの枚数を除いたもの）

マイナンバーカード交付枚数（累計）
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住民課

2８,3８９



子育て支援の施策として子どもの保健の向上と福祉の増進を図るため、令和6年4月から

中学生以下の子どもの医療費助成を拡充し、自己負担額を下記のとおりとしています。

子ども医療費・ひとり親家庭等医療・重度障がい者医療費

住民課

●0歳～未就学児童

通院：0円

入院：0円

●小学生以上～中学3年生ま

で

通院：月500円まで

入院：0円

子ども医療費

●小学生以上～中学3年生まで

通院：月500円まで
入院：0円

●高校生～18歳到達まで

通院：月800円まで

入院： 1日500円

（月3,500円）まで

●3歳以上～未就学児童まで

通院：0円
入院：0円

●小学生以上～中学3年生まで

通院：月500円まで

入院：0円

●高校生以上

通院：月500円まで
入院：課税世帯1日500円

(月5,000円)まで
非課税世帯1日300円

(月3,000円)まで

ひとり親家庭等医療費 重度障がい者医療費



国民健康保険（特定健康診査受診状況）

住民課

国民健康保険特定健康診査受診率（％）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度

篠栗町実績 24.6% 32.8% 34.6% 36.1%

平均値（国） 33.7% 36.4% 37.5% 38.2%

目標値（国・町） 60% 60% 60% 60%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

２年度 ３年度 ４年度 5年度

篠栗町実績 平均値（国） 目標値（国・町）



健康課
令和７年度実施事業

◆健康づくり啓発事業
健康ポイントアプリを活用した健康づくりの推進や健康に関する情報のWeb配信、あわせて健康
づくり推進員や包括連携協定企業と協働でがん検診普及啓発の実施。

◆照明制御機器更新工事
開館以来２４年間未更新の施設内照明システム改修工事と、施設の現状に見合った制御機器を
導入し、コスト削減。

◆産婦健診・１か月児健診助成事業
全ての産婦が出産後の健康状態の確認や身体的・精神的な支援及び相談を安心して受けるこ
とができ、１か月児健診では成長・発達の確認などにより早期発見、早期療育や支援につなげる
ための健診費用助成を実施。

◆５歳児健診導入準備
関係機関と連携し効果的な健診プログラムの構築に努めながら、令和８年度実施予定の５歳児
健診導入にむけた準備。
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健康課健康課

健康づくり啓発事業

産婦健診・１か月児健診助成事業 ５歳児健診の導入準備

産婦健診
１回につき
上限 5,000円

助成金額

１か月児健診
１人につき
上限 6,000円

5歳児健診事前研修会
年2回実施予定

推進員・企業
との

協働啓発

照明制御盤機器更新工事

施設内の照明制御システムの改修



福祉課
令和７年度実施事業

◆福祉総合計画改定（ささぐり福祉プラン）
地域福祉計画や高齢者保健福祉計画など10計画を統合した篠栗町福祉総合計画を策定に向け
た検討に着手。（次期計画期間：令和9年度～令和14年度）

◆居住支援協議会設立
住宅施策と福祉施策が連携した地域の居住支援体制の強化のため、居住支援協議会を設立。

◆民生委員・児童委員改選
令和7年11月30日に現在の委員の３年間の任期が満了するため、一斉改選を実施。

◆ささぐり元気もん活動
高齢者が要介護状態になることを予防し、社会に参加しながら自立した日常生活を営むことがで
きるよう、ささぐり元気もん活動の継続。

◆介護予防教室（ライフキネティック🈟）

身体機能と認知機能の向上を高めるため、「運動」と「脳トレ」を組み合わせたエクササイズを実
施。

目次へ



◆篠栗町福祉総合計画改定

福祉課

【計画】

①地域福祉計画

②地域福祉活動計画

③高齢者保健福祉計画

④障がい者計画

⑤障がい福祉計画

⑥障がい児福祉計画

⑦成年後見制度利用促進計画

⑧認知症施策推進計画 🈟

⑨再犯防止推進計画 🈟

⑩犯罪被害者等支援推進計画 🈟

【期間】令和9年度～令和14年度

令和7年度 事業者選定、アンケート調査

令和8年度 「ささぐり福祉プラン」策定



◆篠栗町居住支援協議会設立
～住宅施策と福祉施策が連携した地域の居住支援体制の強化～

福祉課

篠栗町居住支援協議会

居住支援法人
福祉関係団体
（社会福祉法人等）

篠栗町
（福祉課・都市整備課）

不動産関係団体
（宅建業者、賃貸住宅
管理業者、家主等）

〇居住支援協議会とは、低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子どもを育成す
る家庭その他住宅の確保に特に配慮を要する者の民間賃貸住宅への円滑な入居
の促進を図るため、地方公共団体や不動産関係団体、居住支援団体等が連携し、
住宅確保要配慮者及び民間賃貸住宅の賃貸人の双方に対し、住宅情報の提供等
の支援を実施するもの。



福祉課

民生委員・児童委員は地域の身近な相談相手、および見守り役として活動していただ
いています。※改選 令和7年12月１日～ 令和10年11月30日 （3年間）

◆民生委員・児童委員協議会

◆ささぐり元気もん活動 ランチマット

元気もん教室
介護予防教室

元気もん情報冊子
介護予防知識を学ぶ

元気もんラボ
毎週木曜日
オアシス篠栗



福祉課



産業観光課
令和７年度実施事業

◆ふるさと納税への取組み
魅力ある返礼品の企画開発と広告の見直し等により支援者の拡大を図る。企業版ふるさと納税
における寄附金の使途の明確化を図る。

◆有機農業産地づくり推進
「ささぐりの食と農を考える協議会」を中心に有機農業をはじめ環境に配慮した農業の推進に取
り組む。

◆地域おこし協力隊による産業振興
地域おこし協力隊の増員により、隊員の視点や発想、能力を生かした柔軟な地域おこし策による
農業、商工観光業の振興。

◆森林整備計画【森林環境譲与税充当事業】
荒廃した放置竹林等の整備計画により里山再生を図るとともに森林資源の解析業務の実施。

◆観光イベントの開催
魅力ある観光イベントの開催。
2事業：春らんまんハイキング2025（4月29日）、森林セラピーウオーキングデー（秋）
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ふるさと納税への取組み

産業観光課

ｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸｻｰﾓﾝ 北皇さば
ラッピングトラック運行（4/29～）

魅力ある新規返礼品の開発

・北地区産業団地事業者等と魅力ある新規返礼品の開発を推進

広告運用の見直し

・人気サイトを中心に有効なWEB広告を展開

・協力企業様とラッピングトラックの運行を開始

企業版ふるさと納税における寄附金の使途の明確化を図る。



有機農業産地づくり推進
「ささぐりの食と農を考える協議会」を中心に有機農業をはじめ環境に配慮した農業の推進に取り組む。

産業観光課

篠栗町が５年後に目指す目標

①有機農業の生産面積の拡大
現状Ｒ6 【1ha】 → Ｒ11【2.5ｈａ】

②有機農業に取組む農家数
現状Ｒ6 【1人】 → Ｒ11【3人】

③有機農業に取組む新規就農者
Ｒ11【 2人】（5年間累計）

④有機農産物の教育機関への導入
現状Ｒ6 【0品目】 → Ｒ11【2品目】

オーガニックビレッジ宣言を行いました。

・有機農業の生産から消費までを一貫して、農業者をは
じめ事業者や地域内外住民を巻き込んだ地域ぐるみの取
り組みを進めていきます。

有機農業実施計画を策定



地域おこし協力隊による産業振興

産業観光課

地域おこし協力隊（オーガニックファーマー）
（1）有機農業試験圃場での農作業
（2）地元農家の下で農業研修
（3）有機農産物のPR
（4）有害鳥獣の捕獲に関する作業
（5）地元猟友会との連携
（6）その他、農業及び有害鳥獣対策のために必要な活動

地域おこし協力隊（ささぐり観光コンシェルジュ）
（1）森の風・篠栗（森の案内人）の事務局運営
（2）観光コンテンツの開発、関連イベント及びツアーの企画運営
（3）観光情報の広報活動（ＳＮＳ、ホームページ、広報紙等）
（4）地元企業や商店等と連携したツアー、イベントの企画運営
（5）その他、観光協会が行う観光振興につながる活動

地域おこし協力隊（新規）が次の取組にチャレンジします。



森林整備計画（森林環境譲与税等の活用）

産業観光課

森林（竹林）の整備及び経営管理が
不十分な森林の意向調査を実施

森林経営管理制度意向調査 森林資源解析業務委託

航空機等の機器で取得したデータを解析するこ
とにより、樹高や樹種、蓄積等の資源情報を効
率よく、広範囲で収集

竹林整備事業（山間部）

城戸区、山王区、山手区の
荒廃した放置竹林等の整
備計画。
段階的に荒廃した放置竹
林等を整備し里山再生を
図る。



都市整備課
令和７年度実施事業

◆和田線道路改良工事（道路改良事業）
平成２９年度から継続して行っている１級 町道和田線の改良工事の歩道設置工事を実施。

◆省エネ家電購入補助事業
二酸化炭素排出量の削減及び物価高騰にともなう電力料金の負担低減に併せて、省エネ家電
の購入促進を図るため対象家電等の購入費の補助の実施。

◆篠栗中学校及びかぶとの森公園照明LED化事業
篠栗中学校敷地内の校舎及びかぶとの森公園の全ての照明をLED化を支援し、町支出の削減
や平準化を図るため、民間資金を活用した所有権移転ファイナンスリース方式で実施。

◆町中心拠点地区及び勢門校区オンサイトPPA事業
オンサイトPPA（Power Purchase Agreement：電力販売契約）を利用して、学校等に太陽光再生
可能エネルギー設備の導入。
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◆和田線道路改良工事（道路改良事業）

都市整備課

終日交通量が多く、改修箇所が広範囲である１級町道和田線の改良工事を行います。本
事業は、平成２９年度から継続的に実施しています。
歩道の設置工事により事業完了を予定しています。

①

②

① ②



◆省エネ家電購入補助事業

都市整備課

二酸化炭素排出量の削減及び物価高騰にともなう電力料金の負担低減に併せて、省エネ家電
の購入促進を図るため、対象家電等の購入費の補助を行います。



◆篠栗中学校及びかぶとの森公園照明LED化事業支援

都市整備課

・篠栗中学校敷地内の校舎及びかぶとの森公園の全ての照明をLED化を支援し、町支出の削減
や平準化を図るため、民間資金を活用した所有権移転ファイナンスリース方式で実施します。
太陽光パネル付きＬＥＤ街路灯や調光機能がついた照明等に変更し、技術的な支援を行います。

脱炭素政策（省エネ政策） + 町支出の削減 + 災害レジリエンスの強化

本事業で、複数の事業効果を生み出せるよう、工夫します。

◆町中心拠点地区及び勢門校区オンサイトPPA事業
篠栗町役場を中心とした町公共施設と勢門小学校を中心とした町公共施設に太陽光パネルを設
置し脱炭素化を図るため、オンサイトPPA事業を行います。

PPA事業+αの工夫

環境省HP PPAモデル

町有施設で避難所等となる防災拠点にPPA事業を展開し、レジリエンスの強を図る。
蓄電池や電気自動車の充放電設備を設置し、ブラックアウト発生時に対応する。

※レジリエンスとは、防災分野や環境分野で想定外の事態に対し社会や組織が機能を速やかに回復する強靭さをいう。



上下水道課
令和７年度実施事業

◆水道事業

・２号取水井戸電気計装設備更新工事

・第２浄水場１号配水池外避雷針更新工事
・第２浄水場門扉更新工事
・第１浄水場更新事業水道施設詳細設計・建設工事 （契約のみ、詳細設計・施工はR8～
・和田四丁目地内配水管更新工事（３工区）
・山手・山王地区配水管更新工事（２工区）
・和田・津波黒地区配水管更新工事(1工区)
・尾仲地区２３号線外配水管更新工事

◆下水道事業
・公共汚水桝設置工事
・管渠清掃業務委託
・公共下水道全体計画及び事業計画図書作成業務委託
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上下水道課

施
設
工
事

管
工
事

◆水道事業

【工事】（３００万円以上の主な工事）

・第１浄水場更新事業水道施設詳細設計・建設工事
（契約のみ、詳細設計・施工はR8～）
・２号取水井戸電気計装設備更新工事
・第２浄水場１号配水池外避雷針更新工事
・第２浄水場門扉更新工事

・和田四丁目地内配水管更新工事（３工区）
・山手・山王地区配水管更新工事（２工区）
・和田・津波黒地区配水管更新工事(1工区)
・尾仲地区２３号線外配水管更新工事



上下水道課

◆水道事業（令和７年度料金収入見込み）

【料金】

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

有収水量 2,637 2,631 2,627 2,708 2,696 2,674 2,720 2,737 2,777

消費税込額 451,154 449,908 520,312 500,235 546,564 549,369 569,877 587,180 587,387

消費税抜額 417,813 416,660 478,086 454,772 496,893 499,443 518,087 533,800 533,988

2,500

2,600

2,700

2,800

390,000

410,000

430,000

450,000

470,000

490,000

510,000

530,000

550,000

570,000

590,000

（単位：千㎥） （単位：千円）

平成31年 4月料金改定 14%増
令和元年10月消費税率
8%→10%

決算見
込み

予算

コ
ロ
ナ
対
策

一
か
月
分
免
除



上下水道課

◆下水道事業 （令和７年度料金収入見込み）

【料金】

476,466 479,868 482,850 481,180 479,468 477,650 

499,076 
512,086 513,615 

441,214 444,361 443,711 
437,452 435,611 434,243 

453,722 
465,533 466,923 

350,000

370,000

390,000

410,000

430,000

450,000

470,000

490,000

510,000

530,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

平成29年度
14％増改定

税込

税抜

令和元年10月1
日

消費税率
8％→10％

（千円）

決 算
見込み

予算



学校教育課
令和７年度主な実施予定事業

◆篠栗小新校舎建設設計の実施
◆勢門小体育館長寿命化改修工事の実施
◆北勢門小体育館長寿命化改修工事の実施
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◆篠栗小新校舎建設設計業務・工事
◆勢門小体育館長寿命化改修工事
◆北勢門小体育館長寿命化改修工事

篠栗小

勢門小

北勢門小

新校舎建設に伴う設計・工事

長寿命化改修工事

学校教育課



こども育成課
令和７年度実施事業

◆認定こども園施設整備補助事業
キッズドリーム幼児園の園舎増改築工事への補助。

◆放課後児童クラブ整備事業
やまばと児童クラブを新設。

◆児童館整備事業
たけのこ児童館外装補修工事の実施。

◆こどもの居場所支援事業の推進
特定非営利活動法人地域コミュニティセンターこころんが設置する拠点施設に対し補助を行い、
児童に生活の場を与え児童や保護者への相談等を行う当該事業の活動の推進。

◆認定こども園における医療的ケア児の受入れ(篠栗どろんこ保育園）
令和７年４月より篠栗どろんこ保育園にて医療的ケア児の受け入れを開始。
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◆認定こども園施設整備補助事業

こども育成課

キッズドリーム幼児園を増改築し、保育の安全性を確保する。また、保育需要の高まりに合わせ、
保育園機能を充実させる。（保育定員45人増）

◆放課後児童クラブ整備事業

やまばと児童クラブ（３０人定員×２支援単位）を新設し、待機児童解消を目指す。

◆児童館整備事業

たけのこ児童館が築20年を経過し、強雨や台風の際に壁からの雨水の浸食等が起きていることか
ら、大規模な全館の外壁保全整備を行う。



こども育成課

◆こどもの居場所支援事業の推進

拠点事業「フリースペースＳＨＩＮ」

令和7年夏、旧くすのき公園跡地に公益財団法人B&G財団の補助を受け新拠点施設が完成予定。
こどもの居場所事業を推進する。ＮＰＯ法人地域コミュニティセンターこころんが、町からの補助金で運営。

健康を支える食事

正しい生活リズム

保護者への

フォロー

体験活動・地域

とのつながり第三の

居場所

学習サポート

◆認定こども園における医療的ケア児の受入れ （篠栗どろんこ保育園）

令和７年４月より篠栗どろんこ保育園にて
医療的ケア児の受け入れを開始。



社会教育課
令和７年度実施事業

◆地域学校協働活動の推進
学校を核とした地域全体で子どもたちの成長の支援。

◆公民館整備事業
コミュニティ活動の場である公民館の整備に補助金を交付し、社会教育の振興、及び公共福祉
の増進を図る。

◆電子図書館システムの普及
電子図書館の普及のため、広報活動などを積極的に行い、読者層の拡大を図る。

◆スポーツ・文化芸術活動の推進
各種イベントの推進。

◆社会体育施設の適正管理及び運用
生涯スポーツのさらなる普及促進を図るとともに、熱中症対策や災害時の避難所機能の向上を
目的とし、合併50周年記念体育館に空調設備を設置し、快適で安全な環境の整備。
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社会教育課

生涯スポーツの普及促進、熱中症対策
や災害避難所機能の向上を目的に、
合併50周年記念体育館に空調設備を
設置します。

社会体育施設の適正管理及び運用


